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子
宮
内
膜
症
は
月
経
困
難

症
の
原
因
と
し
て
重
要
な
病

気
で
す
。
月
経
困
難
症
の
中

で
も
原
因
を
特
定
で
き
る
続

発
性
月
経
困
難
症
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
宮
内
膜
症

は
生
殖
年
齢
女
性
の
十
人
に

一
人
、
月
経
困
難
症
を
訴
え

る
女
性
の
三
人
一
人
に
合
併

し
ま
す
。
治
療
が
必
要
な
月

経
困
難
症
の
患
者
数
は
七
百

八
十
三
万
人
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
の
で
、
子
宮
内
膜
症

の
女
性
は
二
百
万
人
以
上
と

見
積
も
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。子

宮
の
内
面
は
子
宮
内
膜

で
被
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
宮

内
膜
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
や
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
）
に
よ
っ
て
厚
く
な
り
、

月
経
が
起
き
る
と
剝
が
れ
て

月
経
血
と
し
て
体
の
外
に
出

る
だ
け
で
な
く
〝
お
腹
の
中
〞

に
も
逆
流
し
ま
す
。
〝
お
腹

の
中
〞
に
逆
流
し
た
月
経
血

中
の
子
宮
内
膜
が
腹
膜
や
卵

巣
の
表
面
に
生
着
す
る
と
、

そ
の
場
所
で
毎
月
出
血
を
繰

り
返
し
ま
す
。
こ
れ
が
子
宮

内
膜
症
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の

女
性
で
月
経
血
は
〝
お
腹
の

中
〞
に
逆
流
し
ま
す
が
、
全

て
の
女
性
が
子
宮
内
膜
症
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。月

経
回
数
が
多
い
女
性
は

子
宮
内
膜
症
に
な
り
や
す
い

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
代
の
女
性
が
生
涯

に
経
験
す
る
月
経
回
数
は
約

四
百
回
で
す
。
出
産
回
数
が

多
い
と
月
経
回
数
が
少
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
多
産
で
あ

っ
た
明
治
時
代
の
女
性
が
生

涯
に
経
験
し
た
月
経
回
数

は
現
代
女
性
の
半
分
程
度

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
初
婚
年

齢
や
出
産
年
齢
の
上
昇
な

ど
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
が
子
宮
内
膜
症

を
増
加
さ
せ
る
一
因
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
子
宮
内

膜
症
は
現
代
病
と
も
言
え
ま

す
。子

宮
内
膜
症
は
、
思
春
期

か
ら
性
成
熟
期
の
女
性
で

は
、
痛
み
を
伴
う
月
経
困
難

症
が
主
な
症
状
で
す
が
、
骨

盤
内
の
癒
着
に
よ
る
不
妊
症

も
引
き
起
こ
し
ま
す
。
卵
巣

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
（
の
う

ほ
う
）
は
子
宮
内
膜
症
に
よ

る
出
血
が
卵
巣
に
貯
（
た
）

ま
っ
た
結
果
起
き
る
病
態
で

す
。
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢

胞
は
、
痛
み
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
が
、
感
染
や
破
裂
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
悪
性
化
す
る
こ
と
も

あ
り
長
期
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
必
要
で
す
。

子
宮
内
膜
症
の
確
定
診
断

に
は
〝
お
腹
の
中
〞
に
内
視

鏡
を
入
れ
て
診
断
す
る
腹
腔

（
ふ
く
く
う
）
鏡
検
査
が
必

要
で
す
。
軽
症
の
子
宮
内
膜

症
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
い
き

な
り
腹
腔
鏡
検
査
は
行
わ

ず
、
初
期
治
療
と
し
て
鎮
痛

剤
や
低
用
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
（
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）

製
剤
の
投
与
が
行
わ
れ
ま

す
。
初
期
治
療
が
無
効
の
場

合
、
そ
の
他
の
ホ
ル
モ
ン
療

法
や
手
術
療
法
が
考
慮
さ
れ

ま
す
。
不
妊
症
や
卵
巣
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
嚢
胞
が
あ
る
場
合

は
、
薬
物
療
法
の
適
応
と
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
適
切
な
時
期
に
腹
腔
鏡

検
査
（
手
術
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
は
女
性
の
生

活
の
質
（
ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

ｏ
ｆ

ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
）
を
生

涯
に
わ
た
っ
て
損
ね
る
疾
患

で
す
。
月
経
困
難
症
は
子
宮

内
膜
症
の
サ
イ
ン
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
、

月
経
痛
が
ひ
ど
い
と
感
じ
て

る
女
性
は
産
婦
人
科
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

‖
次
回
は
７
月
17
日
掲
載
‖


